
▼
さ
て
、
参
院
選
も
終
わ
り
、
こ
の
機

関
紙
を
「
通
常
モ
ー
ド
」
に
戻
そ
う
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え

し
て
い
な
い
大
事
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
、
今
回
も
「
闇
シ
リ
ー
ズ
」
的
な
内

容
で
記
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
「
静

か
な
る
侵
略
？
何
そ
れ
？
」
と
テ
レ
ビ

や
新
聞
し
か
見
て
い
な
い
方
は
思
わ
れ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
関
し
て

は
書
籍
も
あ
り
、
特
に
今
回
の
参
院
選

候

補

者

や

政

党

の

街

頭

演

説

（Y
o
u
T
u
b
e

）
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
誰
が
何
を
侵
略
す
る
話
な
の

か
？
そ
れ
は
「
Ｃ
国
が
日
本
を
侵
略
す

る
」
と
い
う
話
で
す
。
武
力
に
よ
る 

あいづ 
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『

静

か

な

る

侵

略

』 

密
か
に
、
し
か
し
確
実
に
「
Ｃ
国
」
に
よ
る
『
静
か
な
る 

侵
略
』
が
進
ん
で
い
る
。
「
日
本
人
の
常
識
」
は
通
用
し
な

い
。
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
な
が
ら
生
活
す
る
必
要
が
あ
る
。 

紙面学習 

当面の日程 
■8月19日（火） 

○13:30～県本部第８回単代会議 
○15:15～共済推進単代会議 
（何れも福島市 県青少年会館） 
 

■8月23日（土） 

○10:00～連合福島核兵器廃絶と平和
を求める県民集会（ラコパふくしま） 
 

■8月25日（月）～27日（水） 
○自治労第99回定期大会（宇都宮市） 
 

■9月13日（土） 

○10:00～県本部現業評議会定期総
会・学習会（郡山市 県農業総合セン
ター） 

侵
略
で
は
な
く
、
知
ら
な
い
間
に
じ
わ
り

じ
わ
り
と
日
本
を
蝕
ん
で
い
く
侵
略
で

す
。
こ
れ
が
真
実
で
あ
れ
ば
、
国
民
の
多

く
が
気
づ
い
た
頃
に
は
、
既
に
日
本
は

「
Ｃ
国
」
に
乗
っ
取
ら
れ
て
い
る
か
も
知 

れ
ま
せ
ん
。 

▼
そ
の
根
拠
を
具
体
的
に
見
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題

が
あ
る
か
と
思
う
の
で
、
あ
え
て
「
Ｃ 

国
」
と
記
載
し
ま
す
。 

▼
【
図
表
１
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
出
入

国
在
留
管
理
庁
の
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
し
た

も
の
で
す
が
、
「
在
留
外
国
人
」
の
国
籍

別
ト
ッ
プ
５
で
す
。
１
位
は
ダ
ン
ト
ツ
で 

「
Ｃ
国
」
、
約
85
万
人
で
す
。 

【図表１】国籍別在留外国人数トップ５ 

国 籍 構成比 在留人数 

C 国 23.5 844,187 

ベトナム 16.7 600,348 

韓 国 11.5 411,043 

フィリピン 332,293 9.3 

ブラジル 212,325 5.9 

※2024年6月末 出入国在留管理庁データ参照 
 
▶「在留外国人」⇒日本に3ヶ月を超えて滞在する外国人のこと
を指します。これは、観光客のような短期滞在者とは区別され
ます。より具体的には、「中長期在留者」と「特別永住者」を
合わせて「在留外国人」と定義しています。 
 
▶「特別永住者」⇒主に、第二次世界大戦中に日本の占領下に
あった朝鮮半島や台湾出身者とその子孫で、日本に居住してい
る人々を指します。彼らは、通常の永住者とは異なり、歴史的
な経緯から、より手厚い保護を受けることができます。   

全
体
で
約
３
５
９
万
人
（
24
年
６
月
末
現

在
）
で
、
そ
の
内
の
約
23
・
５
％
を
占
め 

て
い
ま
す
。 

▼
【
図
表
２
】
は
、
都
道
府
県
別
に
見
た

在
留
外
国
人
数
ト
ッ
プ
５
で
す
。
最
も
多

い
の
は
、
ダ
ン
ト
ツ
で
東
京
都
、
約
70
万

２
千
人
で
、
全
体
の
19
・
６
％
を
占
め
て 

い
ま
す
。 

▼
こ
れ
ら
の
在
留
外
国
人
が
、
日
本
で
永

住
権
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し

て
10
年
以
上
日
本
に
継
続
し
て
在
留
し
、

そ
の
う
ち
５
年
以
上
は
就
労
資
格
ま
た
は

居
住
資
格
で
在
留
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
「
定
住
者
の
在
留
資

格
」
を
持
つ
場
合
は
、
「
５
年
」
以
上
継

続
し
て
日
本
に
在
留
し
て
い
れ
ば
、
永
住 

権
の
申
請
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

▼
永
住
権
を
取
得
す
れ
ば
、
日
本
人
と
ほ

ぼ
同
等
の
権
利
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
参
政
権
（
投
票
す
る
権
利
や
立
候
補

す
る
権
利
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
政
権
を

得
る
に
は
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
、
日
本

人
に
な
る
（
帰
化
）
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

【図表２】都道府県別在留外国人数 

都道府県 構成比 在留人数 

東 京 都 19.6 701,955 

愛 知 県 8.9 321,041 

大 阪 府 8.8 317,421 

神奈川県 280,020 7.8 

埼 玉 県 249,327 6.9 

※2024年6月末 出入国在留管理庁データ参照 
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編
集
後
記 

▼
「
コ
マ
ン
ダ
ー
コ
ー
デ
ィ
、
時
は
来

た
。
オ
ー
ダ
ー
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を
実
行
せ
よ
」

ダ
ー
ス
・
シ
デ
ィ
ア
ス
（
シ
ス
）
か
ら

の
同
様
の
命
令
を
受
け
、
反
乱
軍
の
ク

ロ
ー
ン
が
次
々
と
仲
間
で
あ
る
は
ず
の

ジ
ェ
ダ
イ
の
騎
士
達
を
殺
害
し
て
い

く
。
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
エ
ピ
ソ
ー
ド

３
（
シ
ス
の
復
讐
）
で
の
一
コ
マ
で

す
。
今
回
の
「
Ｃ
国
」
の
記
事
を
書
い

て
い
て
、
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た

（
笑
）
。
い
ろ
い
ろ
意
見
は
あ
る
で

し
ょ
う
。
「
Ｃ
国
」
出
身
の
友
達
が
い

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
し
、
友
好
協
会
の

活
動
を
し
て
い
る
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
彼
ら
の
深
層
心
理
に
は

「
反
日
」
が
あ
る
の
で
す
。
（
坂
内
） 

▼
話
は
変
わ
っ
て
、
日
本
の
国
土
の
問

題
で
す
。
政
府
は
、
水
源
地
と
な
る
山

林
、
離
島
や
安
全
保
障
上
の
重
要
施
設

の
隣
接
地
等
で
、
外
国
人
に
よ
る
土
地

買
収
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重

要
土
地
等
調
査
法
を
制
定
し
、
同
法
が

22
年
９
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
よ
う
や
く
調
査
が
行
わ
れ

24
年
12
月
末
に
重
要
施
設
の
う
ち
、

そ
の
７
割
に
つ
い
て
の
周
辺
状
況
の
調

査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
重
要
施
設
の
周
辺
１
㎞
幅
で

総
面
積
５
０
３
㏊
中
、
「
外
国
人
や
外

資
系
企
業
」
が
取
得
し
た
面
積
は
３
・

８
㏊
で
総
面
積
の
０
・
76
％
を
占
め

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
国
別
で
は
、

こ
こ
で
も
「
Ｃ
国
」
が
最
も
多
く
、
外

資
系
買
収
面
積
の
42
・
８
％
を
占
め 

て
い
ま
し
た
。
特
に
、
「
Ｃ
国
」
は
防

衛
省
や
関
連
施
設
周
辺
の
土
地
の
取
得

が
多
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
最

近
、
「
Ｃ
国
」
製
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
一
部
に
不
審
な
通
信
機
器
が
搭
載

さ
れ
て
い
た
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
「
Ｃ
国
」
に
よ
る
情
報

収
集
や
、
有
事
の
際
に
、
太
陽
光
発
電

に
よ
る
送
電
網
を
物
理
的
に
破
壊
す
る

も
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
る
よ 

う
で
す
。
こ
わ
い
で

す
ね
ぇ
。 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

▼
こ
こ
ま
で
読
ん
で
「
考
え
過
ぎ
だ
ろ

う
」
と
思
わ
れ
た
方
も
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
以
降
「
Ｃ
国
に

よ
る
陰
謀
説
」
の
根
拠
と
な
る
内
容
を 

い
く
つ
か
記
載
し
ま
す
。 

▼
一
点
目
は
、
歴
史
教
科
書
で
す
。
例

え
ば
日
本
に
お
い
て
は
、
原
爆
や
東
京

大
空
襲
等
に
よ
る
悲
惨
な
状
況
は
、
あ

ま
り
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
な
の
で
、
学
生
が
ア
メ
リ
カ
に
対

す
る
敵
意
を
抱
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
、
ま
ず
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
「
Ｃ
国
」
や
韓
国
に
お
い
て

は
、
「
日
本
に
侵
略
さ
れ
た
」
「
日
本

軍
に
卑
劣
な
扱
い
を
さ
れ
た
」
こ
と
を

徹
底
的
に
学
び
ま
す
。
例
え
ば
「
南
京

大
虐
殺
で
、
捕
虜
や
一
般
市
民
な
ど

30
万
人
以
上
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
殺

害
さ
れ
、
暴
行
や
略
奪
が
行
わ
れ
た
」

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
す
。
こ
れ
ら
の

徹
底
し
た
教
育
に
よ
っ
て
、
学
生
の
心

に
「
日
本
に
対
す
る
敵
対
心
」
が
刻
ま 

れ
る
の
で
す
。 

▼
二
つ
目
は
「
Ｃ
国
」
の
「
国
家
動
員

法
」
で
す
。
国
防
動
員
に
関
す
る
平
時

と
戦
時
の
措
置
を
定
め
た
法
律
で
、

「
Ｃ
国
」
国
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
在

住
者
等
も
動
員
対
象
と
な
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
在
住
の
「
Ｃ
国
」
出
身

者
が
「
Ｃ
国
政
府
の
命
を
受
け
」
突

然
、
日
本
国
内
で
暴
れ
出
す
…
こ
ん
な 

こ
と
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
三
つ
目
も
法
律
で
「
Ｃ
国
」
の
「
国

家
情
報
法
」
で
す
。
国
家
の
安
全
と
利

益
を
守
る
た
め
に
、
情
報
活
動
（
諜
報

の
意
味
合
い
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
）
に
関
す
る
法
的
根
拠
を
定
め
る
も

の
で
、
情
報
活
動
を
支
持
・
協
力
・
秘

密
保
持
す
る
義
務
を
、
組
織
や
国
民
に

課
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
日
本
国
内

在
住
の
「
Ｃ
国
」
人
や
組
織
も
対
象
と

さ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
協
力
義
務
を

怠
っ
た
場
合
や
、
秘
密
を
漏
洩
し
た
場

合
の
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
す
。
前
述
の

と
お
り
、
日
本
国
内
の
防
衛
施
設
等
の

周
辺
の
土
地
が
「
Ｃ
国
」
関
係
者
に

よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
い
る
…
ま
さ
に
こ

の
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
よ 

う
な
気
が
し
ま
す
。 

▼
ま
だ
「
そ
ん
な
こ
と
あ
る
訳
な
い

よ
」
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
？
報
道
に
よ
る
と
26
年
９

月
13
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
静
岡

県
熱
海
市
長
選
に
、
「
Ｃ
国
」
出
身
者

が
出
馬
予
定
と
の
こ
と
。
彼
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
「
靖
国
神
社
は
閉
店
す
べ
き
だ
」

「
旭
日
旗
は
犯
罪
旗
で
あ
る
」
な
ど
と

投
稿
し
て
お
り
、
仮
に
こ
の
よ
う
な
人

間
が
市
長
に
な
っ
た
ら
、
と
考
え
る
と

こ
わ
い
で
す
ね
。
国
会
議
員
に
も
「
Ｃ

国
」
帰
化
人
（
や
二
世
）
は
い
る
し
、

国
の
機
関
や
教
育
機
関
に
も
入
り
込
ん

で
い
ま
す
。
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
な 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 


